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【通達】

関係各位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 株式会社JM

事業運営本部長　白石正勇

植栽剪定作業時蜂刺され事故の再発防止

　標記の件、施設附帯の植栽剪定において、「作業員がハチに刺される」事故が発生しました。

本書は、全社再発防止として取り纏めましたので、徹底いただきますようお願いします。

１．植栽剪定・草刈り等の作業について

１）飛んでいる蜂を見つけたら対応のポイント

植栽の中に「蜂の巣」がないか点検

点検で繁みや葉の下に巣がない範囲は作業
可、見通し良くして次の範囲へ進むこと

※巣を見つけたら むやみに刺激せず「専門
業者」へ駆除の手配をすること

　 スズメバチの巣　　　あしながバチの巣

◆ ハチ被害のほとんどは 4月～11月にかけて発生
　　 7月頃から巣が大きくなり攻撃性が高く、
　　9～10月頃に巣の大きさが最盛期　⇐　この時期に被害も増大する

２）蜂を呼び寄せない 予防のポイント
黒色のものを身に着けない

蜂は黒色に敏感に反応する。（肌の露出を
少なく長袖・長ズボン）
黒色は蜂の天敵：クマを連想させるからとい
われている。

　　　　



蜂が好きな匂いを避ける

蜂が好きな匂いは花の匂いのような甘い香
り
洗濯洗剤や柔軟剤に含まれる香料は蜂を引
き寄せ、香水や香りの強い整髪料の匂いに
も蜂は反応しやすい。

　　　　

忌避剤として
　　　　　ハッカ油が有効 ： メントールという蜂が苦手な成分が入っている　

　　　　

２．再発防止の背景となった事故

【工事概要】

● 工事名：植栽剪定工事

● 工事体制：株式会社JM　厚木サテライト

【事故発生の経緯】
● 作業員が植栽剪定中にスズメ蜂の巣を発見したので店舗店長へ蜂の巣除去を依頼し
た。

● 除去完了の連絡を受け作業を再開したが、除去しきれていない巣が残存していて作業員
が刺されてしまった。

【原因】
● 蜂の巣除去を口頭で確認・現地の点検等を除去業者と連携がされないまま作業を開始さ
せていたこと。



【再発防止】
● 作業区画の事前点検、駆除業者と連携して作業開始を区画ごとに判断すること。

● 作業準備として 白っぽい服装・帽子、ハッカ油等の忌避剤保持後に作業を開始すること。

以上

１．発生時状況写真

２．植栽剪定完了写真

　　　　

通知対象者：全職員及びメンバーシップ登録者　　周知徹底到達日　2021年10月22日
　　担当　　エンジニアリング第１部　菅沼・松本　　（03-5276-9418）


